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上記と答えた理由を教えてください。

・症例が安易すぎる。

今回の研修で気づいたことを教えてください。

・介護と仕事の両立の視点を大事に家族支援をしていきたい。

・制度の確認やケアマネとしての寄り添い方

・白板なしでのグループワークの発表者は大変だと思った。（メンバーとの意見の共有
が難しい）

・両立支援制度活用している間に、今後の見通しをたてる。復職が、ゴール。ご家族様
が頑張り過ぎないように、一緒に歩む。LINE、電話、訪問等など、その時に合わせて、
こまめにしっかりと話を聴かせていただくことが、とても大事だと、改めて、気づきま
した。

・ケアマネでもあり、介護者でもある立場としては、もやっとしたまだ府に落ちた状態
ではないので。

・新型コロナの感染があってから、世の中の生活状況に変化があり経済的なことにも影
響が出てきたと感じている。その中で介護問題があり当事者にとっては死活問題である
場合も見逃してはならない。介護者と介護される側の関係性ばかりではなく双方の生活
（生きていかなければならない）を考えての対応が求められる事案が多くなっている。
幅広い考え方や支援の対応が必要であるため研修の内容は参考になった。

・利用者家族の仕事をしているかしていないかだけの情報ではなく、仕事をしている時
には仕事先まで確認し、介護との両立支援制度の情報提供もしていく。実際に介護離職
をしている家族もいる。今回の研修で知識を増やす事ができこれからの面談時に離職せ
ず介護も続けられる事の具体的な提案もできる。

・利用者の生活を支えていくため、介護者の生活、仕事についても考え、良き相談相手
となる必要がある。

・会社を休んで、家族に全てを任せても、介護経験がなければ余計に頑張りすぎて負担
増となる可能性が高いことを改めて感じました。

・ロールプレイング後の良い点、悪い点で、違った角度から色々な意見(悪い点)が聞け
てよかった。

・両立支援施策の利用されるご家族への対応を細かく行い、多職種と共有して支えてい
くことが必要と振り返ることができた。

・仕事をしている家族の支援を考える時に、両立支援制度という一つの選択肢をもつこ
とができたため。家族に対し、ケアマネが家族の仕事のことについても相談に乗れるこ
とを状況に応じて伝えていこうと思う。

・家族に対してケアマネは心配している事を伝え、家族が疲れ切っている状況の時に
は、声掛けや休息するためのサービスの提案をしていきます。

・現場で、家族を含めた支援が多くなってきており、家族アセスメントをする上で必要
な視点であると思うため。

・制度活用の考えた方や家族への対応（信頼関係や傾聴、提案などの大切さ）が学べた
ため。



・介護支援専門員に求められる専門性が多岐に渡りすぎている。

その他（県協会へのご意見・ご希望など）

・貴重な研修ありがとうございました。

・いつもご指導ありがとうございます。

・スキルアップのための研修はとても 普段の仕事に役立ち、勉強になります。

皆さんのご意見を参考にさせていただきます。

・現実問題として、仕事と介護が両立できるように支援する取組を行っていない企業も
少なくないため、結果的に介護離職をしてしまう方を救うことはできない場合も多いの
ではないかと思います。将来的にこの制度が社会に浸透し、気兼ねなく誰もが活用でき
るようになることが今後の課題と思われます。

・研修ありがとうございました。研修はzoomで充分できると思います。ケアマネの研修
はzoomでの研修がいいです。参加しやすいのでこれからzoomでの研修をお願いします。

・介護との両立支援制度が学べて良かったです。リモートでの開催でも、グループワー
クができることが、嬉しく思います。

・ 相談内容が多様化している中で、身寄りがない方、ターミナル、認知症、精神疾患…
などへの支援が多くなっている現状です。それらのテーマにも焦点をあてた研修機会も
作っていただければと思っています。宜しくお願いします。

・ケアマネの仕事内容に応じた報酬を検討していただけるよう協会としての陳情をして
ください。居宅ケアマネに対し報酬以上の相談が舞い込んできています。何でもかんで
もケアマネに相談というのが、世間一般の風潮です。このままでは、ケアマネの受験者
は激減して、なり手がいなくなります。

アンケートのご協力ありがとうございました。

・介護休業は介護者の身体を休めるためや介護に専念するための休みではないというこ
とが分かった（自身、そういう認識であった）。家族が介護の担い手という固定観念を
改め、介護者の声に耳を傾けられるケアマネでありたいと思う。

・介護している家族は環境要因ではなく、利用者の支援に密接である。また社会資源両
立支援制度も活用を進めるだけでなく、ケアマネからの会社に対するアプローチもこれ
からの課題だと思いました。

・家族の支援がこの程度で問題解決になるのか？ みんなで考えましょうと言っても、結
局責任を持って最後まで支援する人は限られるのではないか。ケアマネも含めて最後ま
で家族の支援ができているのか？あくまで研修の症例のような気がする。

・両立支援制度を利用する場合に、ケアマネが留意しておかないといけない事して、復
職がゴールである事、制度を利用する期間は、先を見越しての準備期間である事、いつ
にもまして細やかに寄り添って家族介護と介護負担のバランスに配慮しマネイジメント
して行く事が大切であると気づかされました。


